このたひは本品をお買いあげいただきましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」及び別冊の r 工事説明書 J をよく読 
んで、圧しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、別冊の「工事説明書」、保証書と共に必ず保管してくだ 
さい。 
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A 警告 


給排気筒を必ず 
点検してくださし、 
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まをのために化ずおず 0< ださい 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損書を未然に防ぎ、製品をま全に正しく使用するために、 
必ずお5りいただくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表おで区分し、説 
明しています。 


>お守りいただく内容を、次の絵表ので区分しています。 


0 d ) ® ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容でず。 

A 

この絵表示は、「注意」していただく内容です。 


^ この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 

>説明夕中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくたゆの内容び記載されています, 


么警告 (WARNING) 
A ま意 (CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、 
人び死じ、重傷を負ラ可能性、または乂災の可 
能性び想定される内 容を示しています。_ 

この表示を無視して、誤った取掀いをすると、 
人び傷害を負5可能性や物的損害の発生が想定 
される内容を示しています。 


★ガソリン厳禁 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
か量の混入でを、乂災の原因にな0ます。 


み給排気筒トップ閉そく危険 

給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで 
使用しないで<ださい。ふさびれているとさは、 
除弯してぐで’ホ I )。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 ~ 



0 


I 太鞋排氧筒喧哉ースけ冬れ危険 

給排気筒(管、ホース)び外れたまま使用しない 
で < ださい。 

がれていると運転中に排ガスび室巧に漏れて、 

危陵です。 な^へぶ 

も 一'^ 




0 


像纖 


[古給排気筒は屋外回 

給排気筒は必ず屋がに設置して使用してくださ 
し、。 

運転中に排ガスび室内に漏れ、大変危険です。 



0 


★巧類の 乾燥厳禁 I 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 
衣類び落下して火びつを、火災の原因になりま 

每〇 hT I UJ I VA — 、■ ■ 
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告 （ WARNING) 


お使いになる前に 


禁止 


1 







安をのためにがずお巧 0< だをい 



告 （ WARNING) 


★温凰炊が口をふさがを巧 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさ 
びないで < ださい。 

あ類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂がの原 
因にな0ます。 


をを西誦 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどをヒ 
ーターの上や前(周囲に）や遍風のあたるところ 
に放置しないでください。 

熱で生の圧力び上びり、爆発して危険です。 



0 



0 



意 （ CAUTION) 


★カーテン、可燃物近接禁止 I 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用 
しないでください。毛布やふとんなどを近くに 
置かないでください。 

乂災げ発生するおそれびありまず。 

可燃物との離隔距離については20ページの標準 
据巧け例を参照してください。 


I ★異常時使用禁化 

万一異常を感じたとをは、使巧しないでください< 
異常燃焼のおそれびあります。 



0 



0 


面給油時消が 


給油は、必ず消火してか5おこなって < ださい。 
乂災のおそれびあ0ます。 


!★温風に直璋をた弓ない I 

温風や顧射熱に直接長時間あたらないでくださ 
い。低温やけどや、脱水症状になるおそれがあ 
りまず。 

温風を直接吸い込まないでくだごい。気分が悪 
くなることびあります。 



〇 

消乂 





0 







全高温部接触禁圧 1 


燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
温風吹出□などに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



接独禁止 


I ★指や異物を入れない] 

温風吹出□や空気取入口、給排気筒トップなど 
に、指や異物を入れた0しないで<ださい。 
けびや火災のおそれびあります。 





なの 


み分解修理を禁止 

故障、破損した5、使用しないで< 
ださい。 

不完全な修理は、危険です。 


分解禁止 


★電源プさグ哇確実に差し込む j 

電源プラグはコンセントに根元 

まで確実に差し込んでください 。 H 

/また、 傷んだプラグやゆるん^ 

だコンセントは使用しないで J 旨示 

\ ください。 / ^ 

火災の原因になります。 

めれた手での抜き差しはしない 

でください。 [[ x ' - * 

感電の原因になります。 


★腰をかけたり物をのせない 

ヒーターの上にのったり、腰をかけたりしない 
で< ださい。ヒーターの故障や、やけどのおそ 
れぴあります。ヒーターの上に花びんや、水を 
入れたをのなどを置かないで<ださい。水がか 
かると漏電や故障のおそれびあります。 
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み綺电気高下づ墅夕す燃畅を舊禁止 I 

給排気筒トップの近くに、'打油や可燃物など引 
火のおそれのあるをのを置かないでくださし、。 
火災のおそれびあります。 



0 


風查梗互] 

改造して使用しないでください。 

火災や、排ガスび室内に漏れたり、 
故障の原因になるおそれびあるので 
危険です。 

★屬 原:]—ドを 瘍あ^、1 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないで < ださい。 

また、電源プラグを破くとさは、コー 
ドを持って弓 I さ损かないでください。 
電源コードび破損し、火災や感電の 
原因にな0ます。 


0 

禁止 

0 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 







巧をのために必ずおず 0< だをい 



意に AUTION) 


去顧 ! 働しを唯き I ま li プラグを堀 

長期間使用しないとさは電源プラグ 
をコンセントから旅いてください。 

火災やそ想しない事故の願となり 
ます。 


★電源プラグのお手入れをずる 


觀フラグを巧く 


皮！增鳴高丄日〇邮およ)では使用禁止 I 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

1日弧〜1酣日 m の場所では再調整び必要ですので 
販売店までお問い合わせください。 


とさどきは電源プラグを抜き、ほこ 
り(及び金属物)を除去してください< 
(ほこりや異物びたまると湿気など 
で絶縁不良になり）乂災の原因にな 
0ます。 


〇 


0 


去 を子様や お年害 ちをを使 届に達 g 

お子様やお年寄0、体のご不自由な A 
方びお使いになる塌合は、やけどな /|\ 
どについて、周囲の人び充分に注意 い、 
してください。 


厂 /IW 

巧 W 礼知 


使用禁止「★巧面に注意 


1 ★可燃性ガス使單禁止 I 

ヒーターを使用している部屋で、巧 
燃性ガスび発生ずるをの(ガソリン、 I \J 
ベンジン、シンナ - )、スプレ-を使、ゾ 
用しないでください。 @用 

火災や故障の原因になります。 


ほこりや、タバコの煙などにより、 
遍風峽出□周辺の床面び汚れたり変 
色ずることびあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用すると、変色したり、 
そり返ることびありますので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 


A 



願い (NOTICE) 


1 ★丈了油の廃棄 

♦灯油の廃棄処分は、な油をお買いホがになった販売店にご相談ください。 


使用する場所 


み'萄秦的に使届すをを甸呈 

♦温風の対流熱で隨房び最わ効果的にでさる塌所を選んでください。 

♦温風の循環を巧げる物びない場所に設置してください。 

♦温風が直接自身に当たりますと気持ちび悪くなることびあります。温風が直接当た6ない場所に 
設置してください。 
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燃焼のぞを窓 


mm 


燃焼リング 


点义ヒーター 


I 

I 

























送風運転したいとを 

送風スイッチを「入」にしてくだ 
さい。 

信止したいと去三 

温風スイッチ、送風スイッチを 
共に「切」にしてください。 


温風運転したいとを 

温風スイッチを「入」にしてくだ 
さい。このとさに必ず送風スイ 
ツチは「切」の状態にしておいて 
<ださい。 


混度調節つまみ 



0で 


室温設定をお好みの温度に設定 
することがでさまず。 

♦設定温度 

日む〜3日でまで設定温度を選 
択でさます。 


送風ランプ 

送風運転中に点なします。 


送風スイッチ 

•一度押すと 「入—」 

♦ちう一度押すと r 切里」 
になりまず。 


燃焼ランプ 

燃焼炎の存在中に点灯します。 


__温風スイッチ 

♦一度巧すと 「入皿」 
♦をう一度押すと r 切里」 
になります。 


運転ランプ 

温風運転中に点灯します。 


































使ラ前の準備 


1 油タンクに給油ずる。 

I •油タンクの給油口みたをはずし、好油を市販の給油ポンプ 
で油量計を見なび5給油してください。 

★給油の際は、給油□フィルターを取り去5ないでください。 

〇給油の際にこぼれた I 灯油をふきとる。 

^ ★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみび 
たまっておれば給油□フイルターをいったん取りはずし、 
給油□か6市販の給油ポンプをドレン受け巧にさしこみ、 

水やごみなどを吸いだして < ださし、 




0 


給油のしかた 


'なミをとガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使巧燃料をつけて息を吹をかけまず 
(火の気のないところでおこなってください) 


0な油 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


♦ガソリン、シンナーおよびこれ5び混入した 
丹油、変質财油、巧れたな油、水やごみの混 
じっている灯油などは、絶対に使用しないで 
<ださい。 

♦灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および 
直射日光を避けた場所でな油専用容器を使つ 
て保管してください。 


I ★ガソリン厳禁 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。 

少量の混入でち、乂災の原因になります< 


01 .1 


® 燃料は、'な油 （ J 旧 


燃料について 



給油□ふたを必ず元通りに閉める。 










巧ラ前の準備 


燃料切れのま意 


♦燃焼中に打油がなくなると消乂します。このとさ、燃焼ランプび点滅し、 
異常があったことを知5せます。 

♦燃料切れの際、本体内部の電磁ポンプび空気を吸い込むため r ポー」と音 
が出たり、給排気筒トップから黒煙を出したりすることがありまず。 

♦再運転をする場合は、油タンクに給油し r 温風スイッチ」を一度 r 切」にし 
てか5「入」にしてください。（送油管部分に灯油を満たずため、点乂操 
作を2〜3回繰り返して<ださい。） 


空気抜をのち法 


★給油後、送油曽内に空気びたまって油び流れないことびあ0まず。 
このよラなときは、油タンク側と本体側の送油管の接続部（配管用スト 
レーナ）に付いている空気扳を用ねじをゆるめて、配管用ストレーナ内 
に、な油を充分満たしてか5ご使用ください。 




点义前の準備と確認 


♦送油経路に油漏れのないことを確認してください。 

このヒーターは、下方に設置された油タンクか5給油管により電磁ポンプでな油を吸い上げバーナー 
部に供給しまず。各部より油漏れのないことを確認してください。また給油管の折れ曲がりのないこ 
とを確認してくだごい。 


♦電源コード、リモコンコードは、高溫部に接軸したり損傷していないか確認してください。 

♦温風吹出□付近や本体付近、給排気筒トップ付近に燃えやすい物びないことを確認してください。 
•給排気筒トップは必ず屋外に設置し、屋内へ排ガスび流れ込まないよラにしてください。 









使用方法 


点乂（通常運乾) 


①油タンクのバルブつまみを r 全開」にしまず。 

感配管用ストレーナのバルブつまみを r 全開」にしまず。 

感 r 温風スイッチ」を押して r 入」にしまず。 

このとき「送風スイッチ」は「切」のが態です。 

運転ランプが点灯し約4日秒後より送風び開始され、自動的に点火し温風 
を吹さ出しまず。 

® 約！〜3分後に燃焼ランプび点灯し、燃焼の開始をお知 
S せしまず。 

-お願い- 


★ご購入されて初めて使巧されるとをに、製品の塗料や加工油などの 
焼けるよラな臭いがずる場合がありまず。 

このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離 
れた所）を少、し開け、半曰か61日程度、 r 強」運転をしてください。 

★初めて運転ずるときや給油後は、送油経路に充分燃料び供給されて 
いないため、一回で点火しない塌含びありますか5、しば6く待っ 
てか5ちラー度点乂操作をおこなってください。 

★点乂操作後約日分間は、「温度調節つまみ」の位置に関係なく r 弱燃 
焼」しまず。 

★点火操作直後は ヒー ターび温まっていないたゆ冷風び出まず。 

★点乂時には給排気筒トップよりか量の白煙び出たり室内に若干の臭 
気を感じることびあります。 

女運転開始より r 燃焼ランプ」び点好ずるまでの間、送風モーターは回 
転と停止を繰り返しまず。また、電磁ポンプの周期的な振動音 （] 
〜2回/殺）び若干しまずび異常ではありません。 

女運転開始より「燃焼ランプ」び点灯ずるまでの間、 r 燃焼ランプ」び点 
阿したり、消なしたりしますび異常ではありません。 




乂力 調節僅 温の 調節•••運範中にしかできません) 


r 温度調節つまみ」をお好みの位置に設定してください。 

設定温度より室温び低い場含は、「強」燃焼。室内温度び高くなってくると r 弱」燃焼に切り替わり、設定 
温度よりち室温び約3む上昇しますと、自動的に r 消火」しまず。このとを「運転ランプ」は点灯してい 
まず。 

再び室温が設定漏度まで下がりますと、自動的に点火.運転します。 
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使いかた 













使用方法 


♦ r 強」運転時には強風量、「弱」運転時には弱風量にて温風を吹き出します。 
♦温風吹出□を回転させて、温風映出方向を変えることびできます。 


-お願い- 

女室内の温度はルームヴー S スタで感知していまず。室温と一致しない場含 
は、適切な位置に付け智えてください。 

★設定温度の目安はち図の通〇です。- 

★自動「消火」することなく、「強」燃焼または、「弱」燃焼を続けている塌を約 
巳時間毎にいったん消火し、再び点乂•運転しまず。これは、燃焼バーナ 
一内の燃料を定期的に一掃させるための自動消乂でず。 


1111#。 



々か"" II りか* 


消乂 


① r 温風スイッチ」を巧して r 切」にしてください。 

このとき「送風スイッチ」は「拙の状態です。 

運転ランプび消灯し、次に燃焼ランプび消打します。 

/-お願い- 

★消火後約2分間は、強制的に送風運転し、その後自動的に停止しま 
ず。運転中に電源プラグをコンセントから旅いた0して消火させな 
いでください。ヒーターの過熱を防ぐために、この2分間の運転は 
おず必要です。 

★長期間留守にするとをは、必ず電源を切ってください。 


日運転 
日燃焼 




通度調節 


回田因回 I ^瓣/ 


消乂後再点义ずる時のミま 



♦消火後すぐに再点火ずると、過熱防止装置び作動したり、異常音(擺発音)び出ることびありますので、 
しば5 く（約1日分間)待ってか5再点火してください。 


送風運転 


① r 送風スイッチ」を巧して r 入」にしまず。 

送風ランプが点'なし、送風モーターのみ運転します。 

「温度調節つまみ」の位置により設定温度より室内温度び高い場をは、 
r 強」風量、室内温度びおくなってくると r 弱」風量に切り替わります。 
送風運転の自動 r 停止」はありません。 

. -お願い- 

女 r 温風スイッチ」-「送風スイッチ」がともに「入」の状態の場含、送風 
運転をおこないます。 









































ランプ名 

運転ランプ(黄)点な 
燃焼ランプ(赤)点灯 
送風ランプ(緑)点好 


反、口木 

温風運転中に点丹します。 

燃焼炎の存在中に点灯します。 
送風運転中に点口します。 


♦温風吹出□のみ室内に設置してある攝合(外気導入ち式)、密閉度の高い部屋に温風を吹き込みま 
すと温風が流れず、ヒーター内部の過熱防止装置び作動ずることびありまずので、換気窓など開 
けてご使用ください。 

♦温風吹出□と湿風贩込□び室内に設置してある攝合(内気循環ち式)、温風び直接暇込□より吸い 
込まれてしまわないよラ温風吹出口のルーバー角度などを調節してご使用<ださい。 

♦温風吹出□からの温風は高温になります。直前に燃えやずい物を置かないでください。 

♦家庭用温室などでのご使用について 

本機はにぺージに示すよラに様々な安全装置を備えており、異常の隙には運転を停止する機能と 
なっています。冬期に観葉植物などの育成のために家庭用温室のを隱房としてご使用になる場合 
は、異常停止を想定して巿販の補助暖房装置などを備え付けることをお薦めいたします。 

例えば、本機の設定温度を1日でに設定し補助廳房装置を10でに設定します。通常は本機で湿室内 
を約15でに暖房しまず。もし、本機び強し順動を受けて運転を停止した場合、室温が icrc まであ 
下すると補助装置び運転し始めるよラな補助暖房装置を備えてください。 

•床下温風暖房のご使巧について 

本機は、室内を腰めるためのをので、床下への暖房には適していません。床下への隱房の使用に 
ついては、建築材料の選定を含め、充分にご横討の上ご使用ください。 

♦ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒やパッキン部か5も排ガスが漏れてい 
ることが考えられ危険でず。使用するのをやめてお買いホめの販売店にご相談ください。> 
♦屋がの給排気筒トップび雪に 埋 われたり、結氷していないか、 曰 常 A . \ 

点おしてください。 n !_ 。V y 

♦長期間使用しない場含や、使用期間び終わりましたら、必ず電源プ I 禁止 
ラグを振いてください。ほこりや巧れびついて発火ずることびあり 

♦このヒーターは、雷に対する安全機構を備えていまずび、雷の条件 ( ん リ 

によってはヒーターが故障することびありまず。雷び発生した5電 y 又 
源プラグをコンセントか6抜いてくださると安全でず。またヒータ 
一をいためることち)ありません。 10 0 V づジク 

♦油性分がを量に纖する場所では賴しないでください。 

♦ヒーターの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び混入ずる mJ 7 m ( 

おそれがあります。 1^^^^ 

♦正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じりまず。またが 
はある程度片寄ったり、ゆれることびありますび異常ではありません。^コンセント 


\ 、 
\厚源プラグ 



表示ランプの見方 


A ま意 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、温風吹出口などに手をふ 
れないで<ださい。やけどのおそれびあ0ます。 


0 

接軸禁止 


使用上の注意 







哀ミ装置 

を全装置び作動したとさの再点义方法 


1 r 温風スイッチ」を一度 r 切」にしてから r 入」にしてくださし、。 



r 運転ランプ」が点巧しまず。 

♦安全装置が作動するのは何らかの異常びあるとをですから、上記の操作をしてち正常にをど5な 
いとをは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•異常時には、安全装置び作動し、ランプび点滅し消火します。ランプの点滅モードにより、どの 
安全装置が作動して消火したかを判別でさます。 


安全装置 

意口ま 

ランプの点;' 

臧 

運転横) 

燃焼(赤) 

送風(緑） 

(1) 

对震自動消火装置 

•運転中にヒーター本体び強い地震や衝撃を受け 
たとさ、义災などの危険を防ぐために運転を停 
止させる安全装置です。 

♦毎点火操作をすれば自動的にセツトされまず。 

\ 1 / 
滞 



(2) 

点火安全装置 

•点火ヒーター-電磁ポンプ-送風機などの故障 
により点火しないとをに運転を停止させるお全 
装置です。 

•原因を取り除いてか6再点乂操作して<ださい。 


\丄/ 

滞 

/|\ 


(33 

炎監視装置 

♦燃焼中に炎び消えたと定、自動的に運転を停止 
させる安全裳置でず。 

•原因を取り除いてから再点火操作してください。 


— 

\丄/ 

非 

か 


(4) 

停電安全装置 

♦運転中に停電や電源プラグをおくなどして電源 
が切れたとさは、自動的に運転を停止します。 
再び通電されてを運転させない安全装置です。 
♦電圧び異常に低い。 

•再運転は再点火操作をおこなってください。 

\丄/ 

帶 

\丄/ 

離 
/ 1 \ 

三が 

か 

(5) 

過熱防止装置 

♦送風機モーターの故障や異常燃焼などの原因で 
ヒーターび異常過熱したとを、火災などの危険 
を防ぐために燃焼を停止させる安全装置でず。 
•原因を取り除いてから再点火操作して<ださい。 

截 



(6) 

バーナー温度 
監視装置 

♦燃焼中ノ（ーナーの温度び異常に慨くなった場合 
に、自動的に運転を停止ずる安全装置でず。 

♦再運転は、原因を取0除いてから再点火操作し 
てくださし、。 


\ 1 / 

が 

/|\ 

维 

(7) 

ルームサー S スタ 
断線検ミ日装置 

•ルームヴーミスタび断線したとを、運転を停止 
ずる安全装置です。 

♦原因を取り除いてから再点火操作して<ださい。 



百 

/|\ 


お願い 


必ずヒーターを消火し、本体温度び充分下びつてから電源プラグをコンセントか6旅いておこなつ 
てください。 

政 







日常の点巧•手入れ 


点検-手入れのとをのま意 


♦点検■手入れをおこなうときは、ヒーターを消火し、ヒーターび充分冷えてか5手袋をはめて、 
必ず電源プラグを抜いてからおこなってください。 

参電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


★周囲の状況 

ヒーターの周囲は、常に整理、清掃し、燃えやす 
し、物を置かないよラにして<ださい。また、ヒー 
ターはいつお清潔に掃除して<ださい。巧れたま 
まのご使巧は危険のちとですし、ヒーターのいた 
みを早めまず。手入れびいつをゆきとどいていま 
すと、よい燃焼を得ることびでさます。 


★給油管、送油管の，点検 

銅製給油管、配舊用ストレーナ、銅製送油管か5 
油漏れがないか点検し、亀裂などびあれば交換し 
て < ださい。 

ゴム製送油管は2シーズンに1度は新しい物に交 
換されることをお薦めしまず。 

屋が配管をずる場合は、銅配管をおこなってくだ 
さい。 

★臭気、ずず 

燃焼中に排気ガスのにおいびした0、給排気筒卜 
ップか6すすび出ていないか確認して< ださい。 
異常びあれば販売店に連絡してください。 


箇月に1回切上 


油漏れ、油のたまり、油のにじみ] 

日常、送油経路やヒーターに油漏れかまたは、油 
のたま0、油にじみびあるかどラかを調べるよラ 
習慣づけ、給油のとをこぼれた巧油はよく拭さ取 
ってください。 

万~、油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じているとさは、消乂操作をし、原因を確かめ防 
漏処置をし、油漏れびなくなったことを確認して 
から点火操作をしてください。 


まこり 

たまったほこりや巧れは、.油びしみた0して思わ 
め事故の原因になります。ほこりやミちれは、掃除 
機で吸い取ったり固くしぼった霜れ雑巾などで、 
走れいに取0除いて < ださい。 

★燃焼状態 

燃焼中、燃焼のぞを窓か5がの状態を確認してく 
ださい。黄炎びなちのぼるよラな場合は異常燃焼 
です。販売店まで連絡してください。 


★のぞを窓 

のぞき窓びすずで汚れてくるよラな場含や、破れ 
びある場合は、販売店にご相設 I のラえ修理交操し 
て < ださい。 


I ★温風用吸&马の掃除] 

温風用吸込口には金網び設けてありますので、ほ 
こりを除去して < ださい。 


★系合排気筒巧びトップの周 H 

給排気筒及びトップの周圓には、危険物や障害物びないよラにしてください。給排気筒の接合部のはず 
れ、腐食物によるつまり、固定の巧態を点検して異常びあれば正常な状態にしてください。 



本由を:/ク(別置を: 

給油 □フイ ルターびごみやほこりで目づま〇しま 
すと、給油時に給油口よりあみれ出たりします。 
給油 □フイ ルターを取り出して、付着したごみや 
ほこりを取り除いてください。 


★油タンク巧の水 


油タンクに水やごみびたまっているようでした6、 
ドレン抜きや、油タンクのストレーナなどか5た 
まつた水やごみを取り除いてください。 


★点乂 ヒーター 


点火ヒーターのパッキンびなくなつたり、切れたり、点乂ヒーターとのず去まなどがあると、着火不良 
及びガス漏れの原因になります。 

販売店にご相談ください。 


使いかた 


お手入れ•アフタ—サービス 
















曰常の点巧•手入れ 


3箇月に1回な上 


★配 管用ストレ ーナ(附属品） 

配管用ストレーナ内部に水やごみび入ると、点义 
不良や燃焼不良をおこすことがありますので必ず 
掃除してください。このとき、バルブを閉めてか 
6おこなってください。 バルブ 

胃分化 空気巧き用ねじ ^ 

ゆるめて透明カツ H 

プの中の水やごみ - 

を取。除ぃてくだ 印: リング部 

ストレーナは特殊 Ul 

紙でできています。 配管用ストレーナ 

ごみなどがつまっていれば、きれいな灯油で洗っ 
てください。それでを取れない場合は交換して< 
ださい。 

ストレーナ内部が巧油で満たされ、空気抜さ用ね 
じ部か5阿油が充分あふれはじゆた5、再び空気 
揣き用ねじを締め付けてください。その後、運転 
をはじめて < ださい。 


1シーズンに1闯切上 


画日 


リング部 


長期間ご使用になりますとバーナー内部がミちれて 
をますので掃除をして < ださい。 

販売店にご相談ください。 

*電源プラグ^^12：7|^ 

電源プラグ、コンセン 

卜にほこりや巧れびた lOOV /^ ^ 

まると乂獄)願にな rf ^ 〜—- 

ることびありまず。3 

箇月に1〜2回電源プ 

ラグを]ンセントか目 

抜いて、付着したほこ 

りやよごれを取り除い \單源ゴ苗' 

て < ださい。 


\窜源プラグ 


★パッキン 


★点乂ヒーター 


燃焼中、室内ににおいびこをるよラな場合は、と 
くに注意して点檢してください。 

★燃焼リング、 パーナ— 


点乂ヒーター及びパツキンびちくなり、切れたり、 
すきまなどびあると、点乂不良及びガス漏れの原 
因になります。(販売店にご相談ください） 


燃焼リング、バーナーは高温になりますので焼損ずることびあります。とをどさ点検し、変おや焼損し 
ていた5早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

合排気筒 

ご使用中、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒やパッキン部か 5 排ガスがもれていること"! 

が考え6れを険でず。点検後お買い求めの販売店にごホ目談ください。 
-----/ 

♦給排気筒の接続部の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の:!犬態、トップの周囲に可燃物がないかなど 

を、とさどき点横して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング （0 U ング)は耐熱性のちのですが、2〜3年で炭化 
することびあります。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスびちれるおそれが 
ありますので新しい部品に交換してください。 


地震などの災害が発生したときの点検について 


♦地震などにより製品に振動、衝撃び加わったとさは、運転をずる前におず次の点横を実施して < ださい。 

*選巧查 

♦機器の損傷の点横 ♦給排気筒回りのはずれ、漏れの点お ♦送油経路からの油漏れの点検 
★点検で異常び見つかったとさや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目がし 
みる場をは、使用を中止して、販売店または別紙の I お客融談悬己に修理依頼をしてください。 







故障 • 異常の見分けかたと処置方法 

修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


定期点検の内容 1 

項目 ' 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除1 

♦配管用ストレーナの掃除 •油タンクの水おさ 

♦送油経路の油をれ 

機能部品の点検- ' 
確 認 ■ 

•電気配線-安全装置のはたらを ♦操作部品-動く部品のはた 5 を 

消耗しやずい部品1 
の点検-交換1 

参点火ヒーター、燃焼リング 

掃除-点検-整備 

♦本体内部、ファンフィルター、送風機 

♦各接続部のパッキン、日リンブ ♦給排気筒の接続、つまり 


♦修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。下表のような:!犬態は故障ではありません。1 



状 態 

説 明 

点 

乂 

消 

火 

時 

初めて使巧するとを、けむりやにおいび出る。 

燃焼部に付着したミ由やほこりなどび焼けるため 
です。 

点火後数分間、とをどさ炎び大きくなる。 

燃焼部び冷えているためです。 

点火-消火時に r キシミ音」びずる。 

加熱、：令却時にでる金属の膨張、収縮音でず。 

点火してをすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ス1 -ープ内 
部び暖まると自動的に出まず。 

初めて使用するとさは、電磁ポンプの振動音 
が大をい。 

ポンプ内に空気び憑入しているためです。しば 
らくずると止まりまず。 

燃 

焼 

時 

「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部びラすホく赤熱する。 

異常ではあ0ません。 

とさどき黄色い炎びでる。 

異萬ではあ0ません。 



定期点巧 

/--- 

長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適 
にををにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、 
又は修理資格者〔し时)日本石油燃焼機器保守協会 （TEL 03 - 349日- 2928) でおこなラ技術管理講習会 
修了者(石油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおすすめします。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 







が障•異常の見分けかたと処置方法 

♦安全装置が作動ずるのは何らかの異常のとをですから、下記の処置をしてを正常にな5ないとさは、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

♦ま全装置が作動した場合は、「温風•送風スイッチ」を押し r 切」にしてか6、下記の処置をおこない、 
再度「温風スイッチ」を押して r 入」にしてください。（再点火操作） 


現 

象 

原 因 

処置方法 ' 

運転スイッチ 

①電源プラグをコンセントに差し込ん 
でいない。 

電源プラグをコンセントに差し込んでくだ 
さい。 

を入れてを運 
転ランプびつ 

③停電した。 

停電復帰後、点乂操作してください。 

かない。 


③ヒューズの断線 

原因を取り除いてか5ヒューズを交換して 
<ださい。 

ランプの点滅 



運転 

馈） 

燃焼 

傭） 

送風 

(綠） 






①対襲自動消火装置び作動した。 

製品び水平かどラかを確認し、再点乂操作 
して < ださい。 

ミ〇ミ 
イ、 



( D 過熱防止装置び作動した。 

遍風吸込□、遍風吹出□をほこり、障害物 
でふさいでいないか確認してください。本 
体び冷えてか5再点乂操作してください。 


\ 1 / 
瓣 


①点火安全装置び作動した。 

油タンク•ストレーナに灯油びあるか、ま 
た、水び混入していないか禮認してくださ 
し、。送油管内に空気び入っていないわ、確認 
してください。 


い 


②炎監視装置び作動した。 

異常燃焼していないか確認して、黄炎び立 
ちのぼったりした場合は、販売店にご相談 
ください。 

\ 1 / 

ミ 0; 
/ 丫、 

、 ' / 

が 
/ 丫、 


①電圧び異常に高い。 

再点火操作をしてを同じ視象となる場合は 
販売店にご相談ください。 

注）運転(黄）‘燃焼(赤）-送風(緑)び順次 




①停電後、再復帰した。 

ミ日ミ 
/ ; \ 

お 
/7 \ 

が 

/ TS 

③電圧び異常に低い。 

点滅したとをは、送風機モータの回転 
数異常です。 


■ 


③送風磯モーターの回転数異常。 


N * / 

艰 

\ * / 
が 

①ノ くーナー温度監視装置び作動した。 

バーナーサー S スタのねじのゆるみを確認 
して<ださい。断祿の場合、バーナーサー 
ミスタを交換してください。 

再点火操作をしてち同じ現象となる場合は 
販売店にご相談ください。 

溫風び非常に 
くさい。 

①燃焼ガスび温風に湿入している。 

点火ヒーターパッキンなどのパッキン類の 
破損、接続部の不良など点検し、ポンプ部 
などのねじのゆるみを確認して < ださい。 
販売店にご相談ください。 


この表しソ外に不具合のあるとをは、お買い求めの販売店にご相談ください。 









短期間に消耗する部品は得にありませんび、電磁ポンプ、点义ヒーター、パッキンなどの交換部品 
び必要な場合は、お買い求めになった販売店にご相談ください。 

•部品交換の隙は、運転を停止させ本体び充分に冷えてから電源プラグをコンセントか5抜いてお 
こなってください。また、必ず専用の補修部品をお使いください。専用部品が外の部品を使用し 
て万一故障や事故び発生した場を、弊社は責任を負いかねます。 

♦故障した物は使わないで<ださい。 

不完全な修理は樹埃でず。修理をお受けになる場創ま、財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこ 
なラ巧術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


巧管のしかた（長期間使用しない場合） 

f 

参ヒーターを保管する場合は、13ぺージ：曰常の点巧•手入れの項を参照して、ヒーターの手入 
れをしてから保管してくだごい。また、いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納■保管場所は、湿気■火気•高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをヒータ 
一の上には重量物を乗せたり、人び乗ったりしないよラ配慮してくだごい。 

^__ J 

1ヒーターを長期間使用しないで I 呆管するとをは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

■ ♦ヒーターを使用ずる季節び終わり格納するとさは、 油 タンクのな油を市販の給油ポンプで全部抜： 
さ取ってください。 

/-お願い- X 

油タンクの灯油を旅くときは、送油管の灯油を完全に旅いてください。打油び残っていると顯シー I 

ズンに使用ずるとを、つまって好油が流れなくな0ます。（7、8ページ参照） 

^----- , 

〇ヒーターや油タンクの表面をふく。 

♦固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた巧で水気を拭さ取ってください。 
ボリエチレン袋とか八卜□ン紙で包んで格納すれば完全です。 

♦シンナー、ベンジンなどでみくのはおやめください。塗装び変色したり、危険です。 

9 本体にほこりがたま 5 ないよう、適当なカバーをかける。 


部品交換のしかた 


r ★ 分解修理 の^ 

故睛破損した5使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険でず。 


⑩ 

分解禁止 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


附属品と「取扱説明書」- r 工事説明書」- r 保証書」ち紛失しないように同時に保管しておく。 





仕様 


I "型 

式 

の呼 

び 

種 



類 

点 

火 

ち 

式 

使 

用 

燃 

料 

燃 

焼 

状 

態 


料消費量 
発熱量 
^力 率 

If 房出力 
が形寸法 
質 量 




定格消費輩力 

給排気筒径 
排気温度 
霞流ヒューズ 


その他の装置 


附 属 品 


NSS -2 C 

密閉式石油ストーブ•ポット 式 • 強制対流形 
電気点火 

に1号） 

_強—^_ I — J 1 __ 

0.28 L/h 0.14 L/h 

_ 9628 kJ / h (2300 kcaf / h ) 4814 kJ / h ( ll 日日 kcal / h ) ; 

_ 90% 90% 

2.41 kW (207 日 kcal / h ) [ 1.20 kW り 03 己 kcal / h ) 

号さ 315 mm - 幅 4 日 0 mm • 奥行1 75 mm _ 

約目. lk |_ 
lOOV 日日/目日 Hz 

点 火時3日日/ 300 W (点火時約3分 ） • 最大目 80/680 W (点火初期に短時間発生） 

強燃焼時3日/3日 W •弱燃焼時18/1 8 W 
0加 mm (給気側） • ホ2加 m (排気側） 

26日で政下 

1日 A (スイッチング電源 3 A ) _ 

対震自動消火装置 • 点火安全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置 • 燃焼制御装置 
バー ナー温度檢知装 置— _ 

給排気 筒トップ•フク □ナット付銅製給油管•タッピンねじ（り）•防熱娠- 
配管用ストレーナ•網製送油管 （2.5 m ) •送風ホース （3 m ) • _ 

>、ースバンド ( NSP -0 日）•吹出ロセット （ NSP -01) •両面粘着シート （ IJ モ]ン用）‘ 
タッピンねじ （ U モコン用 ）（2) •ルねじ（リモコン用） （2) 

テスト用 T タンクキャップ•エアー振きホース•タンクキャップアダプタ-_ 
給油營セットナイロン製給油管.フク□ナット （2) .ス U - ブ （2) .ストレーナ 


■送油経路図 



配管用スト レーナ 


18 












アフター ヴー ビス 

I 保証 につぃて] 

•添付しておりまず保話書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載内容をご確認のうえ 
保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 


修理を依頼ずるとを 


♦故障-巽常の見分けかたと処置方法 (15 ページ)に従って、お調べください。直らないとさは、ご使用 
を中止し、必ず電源プラグを披いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房機婚聞式石油ス I ブ） 

( D 型式の呼び… NSS -2 C 

③ お買上げ年月曰 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

透)おなまえ.おところ，電話番号 

♦修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただ 
さます。 

♦保証期間び過ぎていると支は、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていた 
だをます。 

♦修理料金は、技術料.部品代，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項.注意事項および通常使用に反 
して使用された攝合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


補修部品の保有期間について 


★石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品でず。 


を居される塌合 


•このストーブは電源周波数50、抓 Hz とわ同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの 


転居は再調整び必要ですので別紙の！お客様相談窓口~11までご相談ください。 



★分修理^禁止 

故障、破損したら使用しないでください。不完全な修理や改造は危険です。 


分解禁止 


ア三夕ーサービスについてねからない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりの療相認^ 
□一覧 I (別紙参照)までお問い合わせください。 


お手入れ•アフタ I ヴ I ビス 


idi 











据付けについて 


据付け場所の選定 


1 ヒーターの周囲には可燃物がなく、火が予防上安全な攝巧。 

2ヒーターを据付ける壁面は強い振動や衝撃びなく、ヒーターの重量に充分耐え、安定している 
^ことが必雲でず。 

Q ヒーターは水平になるように設置してください。ヒーターを水平に設置しませんと、巧震自動 
^ 消乂装置が誤作動することびありまず。 

4かさなお子様び触れるよラな所には取り付けないでください。 

5電源は家庭用1日日 V のコンセントをご使用ください。（電源コードの有効長さは 2 m です。） 
♦コンセントは雨や水のかからない、ほこりのみない所に設置してください。 

0植木や愛がん動物は給排気簡トップの出□よりなるベく遠ざけてください。 

7灯油を燃焼させるため燃焼時給排気筒トップか6においび出まず。出入□に近い所、また排気 
* ガスび室内に入りやすい巧には取り付けないでくださし、。 

Q 積雪の多い地方では、給排気筒び雪でふさびれないよラに注意し 
U てください。また風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い 
込んで不完全燃焼を起こすよラなことびありまずので注意してく 
ださい。 

♦据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準な 
どの法令の基準びあります。 

「工事説明書」をお読みになり、販売店または据付け業者とよくご 
相談してください。 



標準据付け例 


ヒーターの表面は非常に熱くなる場合びありまず。構造物などび直接ヒーターの 
表面に接触しないよラに設置してください。また、「工事説明書」を参照してくだ 
ごし、。 











♦ネ刃めて運転するとをは、送油経路に充分燃料が供給されていないため、白煙(な油の蒸気)び出て 
-回で点火しない場合がありまずか5、しば5く待ってか6もう一度点义操作をおこなってくだ 

A A 

さい。 

♦点火時にはかしにおいびあ 0 ます。 

♦点火時には r ボコボコ」あるいは「ゴー」と音がずることびありますび異常ではありません。 

♦開こんして初めて使巧したとを、防請油とか塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりずることによ 
って温風吹出口から煙やにおいび出ることびありますび、2〜3曰でなくなりますのでお部屋の 
換気をしなが5ご使用ください。 


正常運転時の/ く‘ーナー部の炎の色は黄炎まじりの青炎でず。 


試運乾 


•試運転は、販売店ぎたは据付け業者とご一緒に必ずおこなってください< 


油タンクに巧油び充分入つており、油タンクや送油経路から油漏れびないか確かめてください。 
また、油タンク、配管用ストレーナのバルブのつまみを全開にしてあるか確認してください。 

電源プラグをコンセントに差し込みます。 


•11 ぺージの 使ラ前の準備、使用方法 に従って運転させてください。 


_ 据付け工事後の確認 

据付けび終ねりました5ちラー度次のことを確認してください。 

♦ヒーターの周囲に可燃物びなく、必要な空間寸法び取られていますか。 
♦ヒーターが水平に据え付けられていまずか。 

♦給排気筒トツプの周囲は基準のづまび守6れていますか。 

♦電源は家庭用100 V のコンセントを使用していますか。 

♦ヒーターび丈夫な壁面に取り付け5れていますか。 


据え付け 




NSS -2 C 取扱説明書 


愛情点検 



★長年ご使用の F 试ストーブの点検を! 


>FF 式ストブの補修用性能部品の保 
ち期間は、製造打ち切り後7年です。 



♦油をれする。 



巧障や事故防止の 

ご使用の際 
このよラなことは 
ありませんか 

♦点义しにくし、。 



ため、コンセントか 

♦強いニオイびずる。 


ご使用 

目電源プラグを抜 

♦がび異常に黄色い。 


中止 

いて、必ず販売店に 

♦運転中異常な音びする。 



点検•修理をご依頼 


♦その他の異常故障びある。 



ぐださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


广 -- 

型 式 

NSS-2C 

お買上げ年月日 

年 

巧 

曰 

お買上げ店名 

V 


(電話番号） （ 

) 

— 



株式会社 1-31-5 

本 社 名ち屋市瑞穂 区 桃園町日番17号〒4目7-腑5日 

TEL 052-822-1144 FAX . 052-822-2742 


i ききき i 巧巧を巧卜3卜 S は快适巧巧の—»としてこのお化説巧■はちを巧を巧用しています。 
S 


ち1&だを《100詳巧ホ B そ任用しでい1 Y 









